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認定こども園めまんべつ 
 
厳しい寒さの中でも、園児たちは元気いっぱいに遊んでいます。しかし、低

温、低湿な冬は、風邪ウイルスが大好きな季節です。風邪を寄せつけない丈夫
な体作り、環境作りに気を配り、寒い冬を元気に乗り切りましょう。体調がす
ぐれない時には無理をせず、ゆっくりと休んでくださいね。 

 

 

   

 

 

子どもの肌が荒れやすいワケ 
子どもは、肌のバリア機能が未発達なので、乾燥す

ると、そのバリア機能がどんどん失われるため、荒れ
ていくのです。肌を保護するバリアがない状態なの
で、乾燥肌が進むと、あかぎれや発疹など、さまざま
な皮膚トラブルが出やすくなります。 

外遊びや手洗いのあと保湿クリームを塗るなどケ
アを心がけましょう。 

乾いた空気に注意！ 
 
●風邪が流行する 
  鼻や喉の粘膜が乾燥して働きが低下し、ウイルスが侵入

しやすくなります。 
  ⇒マスクをしたり、水分を多くとって、乾燥を防止する。 
●肌が乾燥する 
  頬やくちびる、手のかさつきの原因になります。 
  ⇒クリームなどで保湿をする。 
●火事が起こりやすくなる 
  小さな火がアッという間に燃え広がることもあります。 
  ⇒暖房器具の取り扱いに注意‼ 
      

   ※湿度が 50％以下になると、乾燥の影響が現れて 
    きます。部屋に加湿器や濡れタオルを掛ける 

などして湿度を保ちましょう。 


